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「みんなで調べる宍道湖流入河川調査」報告書 

 

団 体 名 

連 絡 先 

横田公民館＆横田小学校 

Tel：０８５４－５２－０９４９ Fax：同左  

E-Mail：yokotaph-chief@town.okuizumo.shimane.jp 

調査参加者 参加者：（第 1 回）32 名 （第 2 回）32 名 （第 3 回・斐伊川たんけん 

 上流・中流・下流）28 名   

指導者名：横田公民館 館長 安部茂寿 横田小学校 教諭 荒木誠也   

島根県環境保健公社派遣指導員 辻井・原  



その他調査したこと、考えたこと、水質を改善するために行ったこと、感想など 

１ 横田公民館＆横田小学校「水辺の教室」のねらい 

(１)  斐伊川の自然と環境を守り、川に親しむことを目的に斐伊川漁協横田支部、加食自治会、横田小学

校、横田幼児園、島根県環境政策課などと連携・協力して各種事業を行い、ふるさと横田を流れる斐

伊川への愛着と誇りを育む。 

(２)  ふるさと横田の斐伊川の環境を守り続けている人や宍道湖流入河川の水質浄化に関わる専門家との

交流活動を通して、幼児園児や小学生及びその保護者が身近な川と親しむ楽しさと継続した環境保護

活動の大切さを知り、日常の生活に生かすことができる。 

(３)  「水辺の教室」の様々な事業の中で、あいさつ・環境美化・川の生き物の大切さ・川遊びのマナー

など折に触れて取り上げ、運営する側も参加する側も「ふるまい向上」への意識を高めていく人づく

りを進める。 

 

２ 横田公民館＆横田小学校「水辺の教室」年間計画（令和７年度） 

時期 事業名 参加対象 ねらい 備考 

４月 稚アユの放流 ・横田小 1・

2 年 

・横田幼児園 

○斐伊川の自然と環境を守り川

に親しむ。 

 

６月 

上旬 

斐伊川水辺環

境調査（出前

授業） 

・横田小４年 

・横田地区振

興会青少年育

成部 

○ふるさとの斐伊川の水質を調

べ、水質浄化の意識を高める。 

 

７月 

中旬 

オオサンショ

ウウオ学習会 

・横田小４年 ○特別天然記念物オオサンショ

ウウオの保護活動に取り組む横

田地区加食自治会を訪ね、その

生態と保護活動について学ぶ。 

 

９月 

下旬 

斐伊川たんけ

ん 

・横田小４年 ○斐伊川の水質や生き物、上

流・中流・下流の様子など実際

に行って調べることを通して、

斐伊川の様子や環境について考

えることができる。 

 

6、7、

9、11

月（年

４回） 

河川調査 ・横田小４年 ○ふるさとの斐伊川の河川調査

を継続することで、斐伊川への

愛着と環境保護意識を高める。 

 

 

 

 

 



３ 横田公民館＆横田小学校「水辺の教室」の実施・調査状況 

(１) 「稚アユの放流」（令和 7 年 4 月 15 日（火）実施予定） 

※大雨のため中止 

 

(２) 「斐伊川水辺環境調査（出前授業）」（令和 7 年 6 月 25 日（水）実施） 

 島根県環境保健公社の出前授業として横田庁舎裏斐伊川河川敷で環境調査を行った。前日の雨の影

響で水量が増し、川が濁っている状況での環境調査となった。川が増水していることから水生生物採

集をする区域をかなり狭めて実施した。指導員の方の協力で無事事故無く調査ができて安堵した。透

視度は過去７年間で最低の数値２８㎝であった。前日の雨の影響が大きい。COD 数値も高かった

が、水生生物採集では、きれいな水に住む生物が多かった。 

  天候（曇り）前日の天気（雨）COD（８）気温（26℃）水温（21℃）透視度（28 ㎝）水生生物

調査・・・Ⅰきれいな水（点数８）Ⅱややきれいな水（点数３）Ⅲきたない水（点数０）Ⅳとてもき

たない水（点数１）⇒水質判定Ⅰ（きれいな水）指標生物以外の生き物（コカゲロウ 22、キイロカ

ワカゲロウ 20、タニガワカゲロウ 6、ニンギョウトビケラ 5、ヌマエビ 1、カワヨシノボリ 1、ツツ

トビケラ 7、タカハヤ 2、ヒル 1、ツツトビケラ 7、ドンコ 1、ハグロトンボ 8、イトミミズ 1、チョ

ロ 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 「オオサンショウウオ学習会」（令和 7 年 7 月 16 日（水）実施） 

加食自治会では平成 22 年から現在まで 16 年にわたり、オオサンショウウオの保護活動をしてい

る。自治会でオオサンショウウオについて研修し、加食川での生態調査を継続し、これまでに 29 頭

のオオサンショウウオにマイクロチップが挿入されているそうである。今年で 5 回目となるオオサン

ショウウオ学習会。その保護活動をしている横田地区加食自治会へバスで行き、斐伊川の生態系の頂

点にいるオオサンショウウオについて今年も Q アンド A 方式で学習会を開催した。 

今年は残念なことにオオサンショウウオが大水で流されたようで、実物を観察することができなか

った。その代わりに、加食自治会で設置された「オオサンショウウオの観察小屋」を見学した。 

加食のオオサンショウウオを保護する会の代表である松原康夫さんからオオサンショウウオの生

息、特徴、一生について資料を基に説明があり、その後質問に答える形で今年も学習会を進めた。 

学習会の後には、加食自治会オリジナルの「ハンザケゼリー」を児童全員にもてなしがあり、いた

だいた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q「加食川で最大のオオサンショウウオの大きさはどのくらいですか？」 

A「９５㎝が最大です。」 

Q「オオサンショウウオの歯が細いのはどうしてですか？」 

A「カエルをかむため、のむためです。上あごに２列、下あごに１列歯が生えています。」 

Q「オオサンショウウオの寿命は？」 

A「寿命は１００才くらいです。」 

Q「オオサンショウウオはどれくらい珍しいのか？レアなのか？」 

A「特別天然記念物が何種類あるか分からないけど、それくらい珍しいです。」 

（＊後に調べた結果：特別天然記念物の動物は２１件、タンチョウ、カモシカ、トキなど） 

Q「オオサンショウウオはおいしいか？」 

A「特別天然記念物で食べられないが、白身だそうです。」 

Q「全国で一番オオサンショウウオがせいそくしているのはどこか？」 

A「岡山県の湯原温泉です。ハンザキ祭りがあるほどです。」 

Q「オオサンショウウオは、なぜエビや魚類をたべるのか？」 

A「川にいるものを食べる。カワムツ、タカハヤ、サワガニ、モグラ、ネズミも食べます。」 

Q「オオサンショウウオの普段の活動は？」 

A「梁にいる。夜行性である。」 

Q「日本にはオオサンショウウオがどのくらいいるか？」 

A「1000 匹以上いる。加食川で５０～６０匹。奥出雲町で２００～３００匹。八代川、阿井川、斐

伊川、亀嵩川にもいます。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

加食川・オオサンショウウオ看板        オオサンショウウオ観察小屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原康夫さんのお話              特製・ハンザケゼリー 

 

(４) 「斐伊川たんけん」 （令和 7 年 11 月 5 日（水）実施） 

横田小学校 4 年生、総合的な学習の時間、斐伊川の単元の総仕上げの学習として斐伊川たんけん、

斐伊川の上流から中流、下流を訪ねる学習を行った。横田公民館館長がガイド役となり、バスの中か

ら八岐大蛇と斐伊川にまつわる神話のお話や斐伊川と住民の生活との関係、天井川の実際など説明し

た。斐伊川の源流から河口である宍道湖までおよそ１００ｋｍに渡るバスの旅は、児童にとって学び

の多い学習となった。 

今回は、協力団体である島根県環境公社の協力が都合で得られなかったので、横田公民館と横田小

学校 4 年生だけで水質調査を行った。児童たちは、下流に行くごとに温度・水温測定、COD パック

テスト、透視度測定と手早く正確に協力してできるようになっていった。特に天候に恵まれたので、

昼の昼食休憩時の出雲空港公園では、思い切り体を動かすことがで、さらに飛行機の離陸を 3 回も見

ることができ、児童は大興奮であった。 

下流に行くほど、透明度は下がっていくと予想していたようで、中流の木次の斐伊川や宍道湖の透

視度が高く、驚いていた。 

 

【上流（鳥上）】時刻（9：06）天候（晴れ）COD（２～３）気温（16℃）水温（11℃）透視度（10

 0 ㎝以上） 

【中流（木次）】時刻（10：50）天候（晴れ）COD（４）気温（20℃）水温（14℃）透視度（85



㎝） 

【下流（宍道湖）】時刻（13：10）天候（晴れ）COD（８）気温（20℃）水温（20℃）透視度(95

㎝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上流・鳥上）      （中流・木次）       （下流・宍道湖） 

 

(５) 「みんなで調べる宍道湖流入河川調査 横田公民館＆横田小学校」 

【1 回目】5 月 28 日（水）１４：００ 

天候（晴れ）気温（28℃）水温（21℃）COD（７）透視度（47ｃｍ） 

川は濁りがあり、白い泡が見えていた。クロゴイ（約６０㎝）が２匹泳いでいた。アシが繁り伸びて

いた。 

【2 回目】6 月 25 日（水）９：３０ 

天候（曇り）気温（26℃）水温（21℃）COD（８）透視度（28ｃｍ） 

前日の雨で川が増水し、流れが速かった。アシがかなり伸びていた。カワトンボが飛んでいた。 

【3 回目】11 月 5 日（水）１５：５５ 

天候（晴れ）気温（15℃）水温（15℃）COD（３～４）透視度（１００ｃｍ以上） 

水量が多かった。ヨモギやアシが倒れ、河川敷には砂がたまっていた。 

 

４ 横田公民館＆横田小学校「水辺の教室」の成果と課題 

(１) ７年間の定点（奥出雲町役場横田庁舎裏斐伊川河川敷）水質調査結果からの考察 

 橫田公民館と横田小学校では７年間継続して同じ場所で水質調査を実施している。COD パックテ

ストと透視度測定から同一年度内の変化や季節ごとの 7 年間の経年変化の傾向を考えてみる。 

① COD パックテスト 

 次の表が 7 年間の同一地点での COD パックテストの結果である。年間４回、春・夏・秋・冬

と実施月日は、年度によって多少ずれていたり、年間３回しか実施できなかった年もある。しか

し、ほぼ季節に応じた時期に実施しているので、季節的な傾向や年度ごとの変化、水質の状況な

ど分かっていくのではないかと考える。 

 まずは、同一年度で四季によりどう変化しているかその傾向を調べる。次に、季節の水質状況

を７年間のデータから現在どういう状況にあるか調べていく。 

 



CODパックテスト 7年間の結果（斐伊川横田庁舎裏河川敷） 

        

 R元 R2 R3 R４ R５ R６ R7 

1 回目（春） 2 2 4 6 4 8 7 

2 回目（夏） 2 3 3 3 2.5 4 8 

3 回目（秋） 3 1  3 2.5 5.5 3.5 

4 回目(初冬） 5 1 2 4 2 6  

 

ア）年度ごとにグラフ化 

 

 

 

 

 

 

 

【R 元 ↗ 数値上がる】         【R２ ↗↘ 数値 夏上がり下がる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R３ ↘ 数値下がる】           【R４ ↘↗ 数値下がり上がる】 
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【R５ ↘ 数値下がる】            【R６ ↘↗ 数値下がり上がる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R７ ↗↘ 数値 夏上がり下がる】 

◆数値変化４パターン 

A パターン（↗ 数値上がる）･･･R 元 （春）２→（冬）５ 有機物が冬多い 

B パターン（↗↘ 数値 夏上がり下がる）･･･R２ R7 夏場に有機物多い 

C パターン（↘↗ 数値下がり上がる）･･･R4 R6 春と冬に有機物が多い 

D パターン（↘ 数値下がる）･･･R3 ４→３→２ 有機物が少なくなる 

 

イ）季節別経年変化グラフ化 
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◆季節別の傾向 

（春）･･･春に COD 数値が高くなる傾向にある。これは田植え・稲作の水管理、河川工事に 

よる影響と考えられる。 

（夏）･･･２～４と数値が安定している。R７は８と高い。これは、前日の雨で川が増水し濁って 

いたことの影響と考える。 

（秋）･･･数値が４以下になる傾向がある。R６は５．５と高かった。 
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（冬）･･･数値に幅がある。最低１（R２）最高６（R６）。これは当日の天候等に大きく影響がある 

と思える。 

 

②透視度測定 

 次の表が 7 年間の同一地点での透視度測定の結果である。COD パックテストと同様に数

値をグラフ化し、同一年度で四季によりどう変化しているか、季節により透視度にどのよう

な傾向があるか考察する。 

 

透視度測定 ７年間の結果（斐伊川横田庁舎裏河川敷） 

        

 R元 R２ R３ R４ R５ R６ R７ 

1 回目（春） 84 95 96 67 86 76 47 

2 回目（夏） 77 100 100 100 100 100 28 

3 回目（秋） 100 100  98 100 100 100 

4 回目(初冬） 100 100 100 100 97 52  

 

ア）年度ごとにグラフ化 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R 元 春夏秋冬高数値安定型】     【R２ 春夏秋冬高数値安定型】 
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【R３ 春夏冬高数値安定型】        【R４ 春低夏秋冬高数値型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R５ 春夏秋冬高数値安定型】        【R６ 春冬低夏秋高数値型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【R７春夏低秋高数値型】 

◆数値変化４パターン 

A パターン（春夏秋冬高数値型） ･･･R 元 R２ R３ R５  通年透視度高い 

B パターン（春低夏秋冬高数値型）･･･R４ 春のみ透視度低い 

C パターン（春冬低夏秋高数値型）･･･R６ 春と冬に透視度低い 

D パターン（春夏低秋冬高数値型）･･･R７ 春と夏に透視度低い 
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イ）季節別経年変化グラフ化 
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◆季節別の傾向 

（春）･･･R３年までは透視度が比較的高かったが、R４年以降数値が下がる傾向にある。田植えや 

水田の水管理、または河川工事の影響と思われる。 

（夏）･･･R２～R６と５年連続透視度１００が続いたが、R７年透視度２８ととても低かった。これ 

は前日の雨による増水による川の濁りと思われる。春の濁りは夏には解消されていると言 

えよう。 

（秋）･･･全数値１００という透視度である。秋には天候にもよると思えるが、観測地点の斐伊川は 

透明度が高い。 

（冬）･･･R６に透視度５２という数値であるが、これは当日、みぞれ交じりの天候であったので、 

その影響と思える。 

※定点では、夏・秋・冬と透視度は１００となる傾向にある。 

 

(２) 横田小学校４年生児童は、どのように斐伊川への関心を高めていったのかについて考察 

①斐伊川との出会いの１学期 

４つの小学校が完全に統合して誕生した新・横田小学校はこの春、令和７年４月に開校し、鳥上 

・横田・八川・馬木地区の児童がともに学ぶことになった。そこに共通しているのは「斐伊川」であ

る。斐伊川は鳥上・横田地区を流れている。また、八川には斐伊川の支流・下横田川が、馬木 

地区には大馬木川が流れている。４つの学校が１つに統合することと斐伊川には、結びつける何 

かがあるように思われる。 

 横田公民館＆横田小学校の水辺の楽校（斐伊川学習）では、１学期に「みんなで調べる宍道湖流

入河川調査」と「斐伊川水辺環境調査」「オオサンショウウオ学習会」を実施した。２回の COD パ

ックテストと透視度測定は、協力して調査をするよい機会となっている。２回の測定後のアンケー

トでは、次のようなことを児童は答えていた。 

 

【斐伊川の調査を終えて、どんなことを知りたいですか？】 

・生き物をもっと調べたい（２名） 

・オオサンショウウオについて調べたい（２名） 
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・ゴミの数、ゴミはどうやってはいるか調べたい（２名） 

・なぜ水が濁ってしまうのか調べたい（１名） 

・きれいな水でパックテストをしたい（１名） 

・上流、中流、下流別に調べたい（１名） 

・生き物の多さはどう変わっているか調べたい（１名） 

【川を大切にする活動はどんな活動があると思いますか？】 

・ゴミ拾い（１７名） 

・ゴミを捨てない（１０名） 

・草刈り、草抜き（２名） 

・川をきれいにする、きたない水を流さない、洗剤の量を少なくする（１名） 

 児童が、斐伊川と出会い、COD パックテストと透視度測定を行い、実際に斐伊川の中に入り、水

生生物採集をしたから生まれた言葉である。児童は４年生になり、他地区の新しい友達と出会い、

また斐伊川とも出会った１学期であった。 

 

②「斐伊川たんけん」で学習課題を調べる２学期 

１学期の斐伊川とオオサンショウウオ学習との出会い・学びから児童は学習課題を設定している。 

【横田小学校４年生児童の学習課題】 

●斐伊川の生き物調べ～斐伊川の生き物についてくわしく調べました（４名） 

●斐伊川のオオサンショウウオ（４名） 

●斐伊川の生き物（４名） 

●斐伊川の水質と水温のまとめ（５名） 

●斐伊川の歴史（３名） 

●斐伊川の広がり（２名） 

 これら学習課題は、グループで決定するのではなく、個人の学習課題が同じや似通っているもの

で協同で調べていった学習課題である。４年児童の半分強は、斐伊川の生き物に関心があるよう

だ。斐伊川たんけんの帰りのバスの中で、館長より宍道湖七珍の話をした。「スモウアシコシ」とい

う覚え方の話も印象に残っていたようで、模造紙のまとめにあり、うれしく思った。斐伊川の長さ

やヤマタノオロチにまつわる神話などの話もしっかり聞いてくれていたようだ。できれば、斐伊川

には多くの支流となる川がある。奥出雲町内の支流となる川についても調べてみるのもおもしろい

と思う。児童が学習課題をもち、斐伊川の上流から中流、下流の１００㎞におよぶバスの学習は、

時間を要すが、やはり「百聞は一見にしかず」である。「斐伊川たんけん」が、児童の学習意欲を高

めていったと思われる。 

 ぜひ、３学期には学習課題別にまとめたことを全校集会や授業公開日などで斐伊川について学ん

だことを知らせ、広げ、実践する学期をなることを願っている。 

 

(３) 横田公民館と横田小学校４年生での斐伊川学習をどう広げ、実践へつなげるかの課題 

    横田小学校児童は、これまでも斐伊川を大切にするために、ゴミ拾いをしたり、ポスターを横田

地区内に掲示したりと実践化に努めてくれた。きっと今年の新生横田小学校４年生も川を大切にす



る活動をきっと実践化してくれると思う。 

    これほど横田小学校児童が斐伊川について学び、環境保護をしようとしているのだが、横田公民

館としてどう地区に、あるいは奥出雲町に広げていくかという大きな課題が投げかけられている。      

横田公民館だよりで横田小学校の斐伊川学習について情報発信したり、横田地区文化祭で児童が作

成した模造紙を展示したりしたいと考えている。さらに、ネットワークを広げ、斐伊川の環境美化

につながる活動に発展していけるように関係団体である斐伊川漁協横田支部、加食自治会、島根県

環境政策課などと連携強化を図っていきたいと考える。また、小学校が統合となったので、横田地

区のみならず鳥上・八川・馬木地区とも斐伊川という共通項で何ができるかを考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式１ 

 

 

 

調査年度 令和７年 

団体名：  横田公民館＆横田小学校 

 

川の名前  斐伊川 

調査地点名  奥出雲町役場横田庁舎裏斐伊川河川敷 

 

 1回目 2回目 3回目 4回目 

調査日時 ５月２８日（水） 

１４：００ 

６月２５日（水） 

９：３０ 

11月 5日（水） 

１５：１５ 

 

天候（当日） 晴れ 曇り 晴れ  

天候（前日） 晴れ 雨 晴れ  

気温（℃） ２８ ２６ １５  

水温（℃） ２１ ２１ １５  

COD（ｍｇ/ｌ） ７ ８ ３～４  

透視度（ｃｍ） ４７ ２８ １００以上  

 

 

 

その他の項目 

 

 

  

 

 

川は濁りがあ

り、白い泡が見

えていた。クロ

ゴイ（60㎝級）

が2匹泳いでい

た。アシが繁り

伸びていた。 

前日の雨で川が

増水し、流れが速

かった。アシがか

なり伸びていた。

カワトンボが飛

んでいた。 

水量が多かっ

た。ヨモギやア

シが倒れ、河川

敷には砂がた

まっていた。 

 

 



様式１ 

 

 

調査年度 令和７年度 

団体名： 橫田公民館＆横田小学校 

 

川の名前  斐伊川 

調査地点名 （上流）鳥上わくわくプール前  （中流）木次水辺の楽校 

（下流）出雲空港なぎさ公園 

 

 上流（鳥上） 中流（木次） 下流（宍道湖）  

調査日時 11月 5日（水） 11月 5日（水） 11月 5日（水）  

時刻（じこく）   ９：０６  １０：５０  １３：１０  

天候（当日） 晴れ 晴れ 晴れ  

天候（前日） 晴れ 晴れ 晴れ  

気温（℃） １６ ２０ ２０  

水温（℃） １１ １４ ２０  

COD（ｍｇ/ｌ） ２～３ ４ ８  

透視度（ｃｍ） １００以上 ８５ ９５  

 

 

 

その他の項目 

 

 

 

 

 

モミジやカツラ

の木が紅葉して

いた。。温泉水が

流れ込むわくわ

くプールから湯

気が出ていた。 

メダカがいっぱい

泳いでいた。アメ

リカザリガニの死

骸がが 2 匹あっ

た。透明度があっ

た。 

シジミの殻がたく

さんあった。湖面

には鳥の羽が浮い

ていた。水鳥が多

く、湖面が青くき

れいであった。 

 

 


